
2021．05．27 １頁 （全：2頁）

編 集 発 行 未来検討会

第 5 号

発行責任者 伊藤　政敏

 與島 宏 講師 （日本農業実践学園 体育館）

小林忠雄先生の挨拶

六段・七段審査受審者演武 全体講習

居合道部未来検討会広報Gr

令和 ３年5月27日（木）

居
合
道
五
段
以
上
講
習
会
 

五
月
九
日

（
日

）
　
水
戸
市

　
令
和
３
年
度
の
事
業
計
画
第
２
弾

、
県
外

講
師
の
五
段
以
上
講
習
会
は
千
葉
県
か
ら
教

士
八
段
･
與
島
宏
講
師
を

、
お
迎
え
し
四
十

一
名
が
受
講
し
ま
し
た

。

　
今
回
は
開
会
に
先
立
ち

、
海
外
・
県
外
そ

し
て
茨
城
県
の
居
合
道
を
長
き
に
わ
た
り
指

導
さ
れ
て
い
る
範
士
八
段
小
林
忠
雄
先
生
の

部
長
退
任
の
式
典
を
行
い
ま
し
た

。
初
め
に

平
野
政
弘
新
部
長
よ
り
謝
辞
そ
し
て
感
謝
状

の
贈
呈

、
女
性
幹
事
の
来
栖
利
枝
さ
ん
よ
り

花
束
贈
呈
の
後

、
小
林
忠
雄
先
生
か
ら
居
合

道
部
に
激
励
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た

。

続
い
て
講
師
與
島
宏
先
生
か
ら
小
林
先
生
へ

の
謝
辞
と
受
講
者
へ
の
挨
拶
が
有
り
講
習
会

が
始
ま
り
ま
し
た

。
受
講
者
は
八
段
六
名

、

七
段
十
一
名

、
六
段
十
名

、
五
段
十
四
名

で

、
内
六
段
・
七
段
受
審
者
が
七
名
で
し

た

。
講
師
持
参
の
資
料
は
令
和
元
年
ま
で
の

1
0
年
連
続
中
央
講
習
受
講
の
内
容
を
ま
と

め
た
も
の
で

、
今
回
の
受
講
者
へ
の
最
高
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
頂
戴
し
ま
し
た

。
実
技
講
習

で
は

、
全
剣
連
１
本
目
か
ら
1
2
本
目
に
つ

い
て

、
全
体
に
は
や

っ
て
見
せ
て
教
え
る
・

そ
し
て
個
人
毎
の
指
導
も
い
た
だ
き

、
最
後

は
六
段
・
七
段
受
審
者
の
演
武
に
そ
れ
ぞ
れ

コ
メ
ン
ト
を
い
た
き
ま
し
た

。
気
剣
体
一
致

の
重
要
性
 

そ
し
て
体
さ
ば
き
・
足
さ
ば
き

の
説
明
は
大
変
有
意
義
で
あ

っ
た
と
の
受
講

者
の
感
想
で
し
た

。
以
上
ご
報
告
致
し
ま

す

。

居合道部だより
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開会式終了後　 小林忠雄先生に花束贈呈

お知らせ

講師あいさつ

5月９日、水戸支部から支部代表交代の

届け出がありましたのでお知らせします

２０２１．５．９

支部名 代表者 事務担当者

水　戸 上田忠夫 黒澤弘樹

土　浦 塚本哲也 来栖利枝

鹿　行 小林忠雄 齋藤健一

石　岡 磯目一路 秋山桂一

古　河 伊藤政敏 早瀬由美子

下　妻 山﨑明正 同　左

笠　間 野沢勝男 大嶋元則

筑　西 島村信之 同　左

全体講習 ひたちなか 市村文康 市村國子

日　立 平野政弘 鶴岡良造

北茨城 篠原武司 同　左

取　手 石井貴和 千葉伸樹

城　里 谷津隆夫 柳橋　守

小美玉 西野侑則 同　左

内　原 浅野　健 佐藤正芳

かすみがうら 江川浩士　 桜井隆士

三　和 関　展秀 同　左

常陸太田 石田一男 岩間正典

守　谷 古谷　勲 古谷武士

鹿　島 若栗康男 宮本尚朋20
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